
事業報告附属明細書（事業別報告） 

 

法人運営事業 

法人運営事業（６１，１５７，５３９円） 

（１）主な収支状況 

 市補助金（運営補助金）                 ５３，９８３，０００円〈収〉 

 会費（団体会員５４件、個人会員１，０９７件、賛助会員２３件） ５１４，１００円〈収〉 

 ホームヘルプサービス事業から繰入             ７，９５０，０００円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入         １，０３６，４９０円〈収〉 

 共同募金運動啓発特別助成金                  ３００，０００円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員等人件費               ５８，２６０，２０８円〈支〉 

 事務所使用料                         ４７８，４４７円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。事務所使用料の総金額は３，１８９，６５０円） 

 社協だより「いきいき」発行費                 １１９，９２７円〈支〉 

 （別に、他の事業から支出。社協だより発行費の総金額は１，４３９，１２８円） 

 勤怠管理システム導入費                    ３３０，０００円〈支〉 

 その他法人運営にかかる事務費等              １，９６８，６０６円〈支〉 

 法人運営事業積立資産への積立                     ３５１円〈支〉 

（２）職員構成（令和６年３月３１日現在） 

 ▽部署別 

部署名 人数 

常務理事 １  

事務局長 １  

センター長 １  

事務局次長 １  

センター次長 ３  

総務係 ２  

地域福祉係 ３  

生活支援係（ヘルパー、生活支援員を含む） ４４  

地域包括支援センター １４  

合  計 ７０  

 ▽区分別 

区分名 人数 

市派遣職員 ３  

一般職員 １２  

嘱託職員 １２  

臨時職員 ２  

非常勤職員 ４１  

合  計 ７０  



（３）会員加入状況 

区分 加入数 会費（年額） 

個人会員 １,０９７名 ３００円 

団体会員 ５４団体 ３,０００円 

賛助会員 ２３件 １口 １,０００円 

（４）固定資産物品取得状況 

固定資産物品 台数 

複合機（フルカラー複合機） １  

合  計 １  

（５）物品貸出状況 

貸出物品 貸出数量 

車いす ２８８  

盲人用安全杖 １０  

プロジェクター一式 ６  

合  計 ３０４  

（６）情報公開・個人情報保護の状況 

 ▽情報公開請求件数 ０件 

 ▽保有個人データの開示請求件数 ０件 

（７）苦情受付状況 

 ▽苦情受付件数 ０件 

（８）監査・調査状況 

監査・調査名 実施日 実施者 

地域包括支援センター事業評価 ５月９日 橿原市福祉部長寿介護課 

令和４年度財政援助団体等監査 
９月６日（予備監査）、

９月２５日（本監査） 
橿原市監査委員 

（９）研修生・実習生等受入状況 

学校名等 人数 日程 目的（研修名） 

奈良県医師会看護専門学校 

５ ６月２２日 
社会福祉協議会及び地域包括支援

センターの事業について 
５ ７月１３日 

５ ９月２６日 

奈良学園大学保健医療学部看護学

科 
３ ８月２９日 

社会福祉協議会及び地域包括支援

センターの事業について 

韓国釜山經商大学校 １５ ７月５日 社会福祉協議会の概要説明 

（１０）後援等の状況 

 ▽後援 

催 名 主 催 日 程 

令和５年度夏の寺子屋「ナビコンパス杯 

ボッチャ＆輪投げゲームでハッスルサマ

ー」 

橿原市 令和５年８月１９日 

アンクルン音楽クラブ con brio コンサー

ト つなげよう 音もこころも 

アンクルン音楽クラブcon 

brio 

令和５年１２月２日 

令和５年度第４４回奈良県保育研究大会 奈良県保育協議会 令和５年１２月９日 



認知症当事者の声から社会参加を考える

～丹野智文さんの講演から～ 

橿原市地域包括ケアシス

テム連絡会 

令和５年１２月１３日 

令和５年度奈良県児童福祉施設連盟第２

６回音楽交流会 “アート・コミュニケ

ーション”２０２４ 

奈良県児童福祉施設連盟 令和６年２月１０日 

おしゃべりサロン「えがお」 傾聴ボランティアえがお 令和６年４月１５日、５

月１５日、６月１５日、

７月１５日、８月１５

日、９月１５日、１０月

１５日、１１月１５日、

１２月１５日、令和７年

１月１５日、２月１５

日、３月１５日 

（１１）令和６年能登半島地震の復興支援活動 

 ▽職員派遣状況 

派遣先 派遣職員 派遣期間 内容 

羽咋市災害ボランティアセンター 吉村豊彦 ３月４日～３月１０日 センターの運営支援 

 ▽義援金活動状況 

内容 金額 

令和６年能登半島地震災害義援金の受付（１月５日～３月３１日） ３０,０６８円 

（１２）その他 

 ▽社協だより「いきいき」の発行 

   第６９号（令和５年７月）、第７０号（令和５年１０月）、第７１号（令和６年１月）、第７２号（令

和６年４月）を発行（「広報かしはら」に折込）する。 

 ▽ホームページによる情報発信 

   社協ホームページ https://kashi-syakyou.or.jp/ 

 ▽一般職員採用試験の実施 

   令和５年１０月１日又は令和６年４月１日採用に向けて保健師２名を募集する。（採用者１名） 

    第１次試験日 ６月１８日 

    第２次試験日 ８月１０日 

   令和６年４月１日採用に向けて保健師１名を再募集、介護福祉士１名を募集する。（採用者１名

（保健師）） 

    第１次試験日 １１月１５日～１２月１０日 

    第２次試験日 １月２２日 

   令和６年７月１日採用に向けて介護福祉士１名を再募集する。 

    第１次試験日 ３月２３日～４月３日 

    第２次試験日 未定 

 ▽奈良県いっせい地震行動訓練に参加（７月１０日） 

 ▽消防訓練の実施 

   消防訓練（消火訓練）の実施（８月２９日） 

   消防訓練（避難訓練）の実施（２月１３日） 



 ▽健康診断の実施 

   ストレスチェック（９月２０日～９月２９日）２４名受検 

   VDT 健康診断（１１月２日、１１月１６日）５名受診 

   定期健康診断（１月１０日）５２名受診 

 ▽感謝状の贈呈 

   社会福祉の増進に尽力し、その功績が顕著な社協会員等に感謝状を贈呈する。 

   感謝状贈呈日 １１月３日 

   感謝状被贈呈者 ２８名、１団体 

 ▽業務継続計画（BCP）の策定 

   自然災害発生時における業務継続計画【指定訪問介護事業所・指定第一号訪問事業所・指定居

宅介護事業所】（１１月） 

   自然災害発生時における業務継続計画【指定介護予防支援事業所】（１１月） 

   新型コロナウイルス感染症発生時における業務継続計画【指定訪問介護事業所・指定第一号訪

問事業所・指定居宅介護事業所】（１１月） 

   新型コロナウイルス感染症発生時における業務継続計画【指定介護予防支援事業所】（１１月） 

 ▽橿原市地域包括支援センター運営委託業務（南圏域）の指名型プロポーザルに参加（１２月５日） 

   受注候補者として社協が特定される。 

 

役員会等事業（１１４，６５３円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入     １１４，６５３円〈収〉 

 理事会・評議員会等の開催にかかる事務費      １１４，６５３円〈支〉 

（２）理事会・評議員会・運営委員会開催状況 

区 分 回数 議案件数 延出席者数 

社会福祉協議会理事会（決議の省略を含む） ７ ２３ 
９３ 

（監事含む） 

社会福祉協議会評議員会（決議の省略を含む） ３  ６ 
３９ 

（理事・監事含む） 

橿原市共同募金委員会運営委員会（決議の省

略を含む） 
４  ４ 

５１ 

（監事含む） 

（３）委員会等開催状況 

区 分 回数 延出席者数 

社会福祉協議会監査 １  ３ 

評議員選任・解任委員会（決議の省略を含む） ２  ８ 

感謝状贈呈審査委員会 １  ４ 

職員採用試験委員会 ５ １９ 

職員衛生委員会 ２ １７ 

感染対策委員会 ２ １５ 

橿原市共同募金委員会監査 １  ３ 

橿原市共同募金委員会審査委員会 ２ １８ 

  ※監査については、出席理事数を含む。 



（４）役員等研修状況 

 ▽理事・監事・評議員合同研修会 

開催日 内 容 参加者数 

１０月１０日 

講演 （第１部）「個人情報保護制度について」 

   （第２部）「神武東遷の故地を具
つぶさ

にめぐって」 

講師 橿原市情報公開室 副統括・飛鳥まほろば考社 代表 

 山崎
やまざき

貴浩
たかひろ

 氏 

２０ 

 

地域福祉活動支援事業 

地域福祉活動支援事業（４，８７０，６３２円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入         ２，６９８，８４６円〈収〉 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入  １，８１１，００３円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入                   ３８７，４７３円〈収〉 

 地域福祉基金運営事業から繰入                  ２２，８１９円〈収〉 

 小学校区地域福祉推進委員会への助成金           ４，００９，８４９円〈支〉 

 第５期地域福祉推進計画策定負担金               ５００，０００円〈支〉 

 広報・啓発費用                        １１９，９２７円〈支〉 

 その他地域福祉推進のための事務費               ２４０，８５６円〈支〉 

（２）第５期地域福祉推進計画（計画期間：令和６年度～令和１０年度）の策定 

▽橿原市地域福祉推進計画策定委員会の開催 

開催日 内 容 参加者数 

８月２日 

・委員長・副委員長の選任について 

・橿原市第５期地域福祉推進計画の策定について 

・計画策定スケジュールについて 

・計画策定にかかるアンケート調査の実施について 

・計画策定にかかるヒアリング調査の実施について 

１４ 

１１月２１日 

・市民アンケート調査結果について 

・地域福祉推進委員会ヒアリング調査結果について 

・橿原市第５期地域福祉推進計画（素案）について 

・パブリックコメントの実施について 

１３ 

１２月２７日 ・橿原市第５期地域福祉推進計画（案）について １４ 

２月１５日 
・パブリックコメントの実施結果について 

・橿原市第５期地域福祉推進計画（案）について 
１１ 

▽橿原市地域福祉推進計画庁内検討委員会に参加（２回） 

▽アンケート調査・ヒアリング調査等 

   市民アンケート（回収率３９．６％） 

    対象  満１６歳以上の市民２，０００人を無作為抽出 

    期間  ８月２４日～９月１１日 

   １６小学校区地域福祉推進委員会ヒアリング 

    期間  ８月２７日、９月２日、９月７日～９月１２日 

   パブリックコメント 

    期間  １月４日～２月２日 



（３）各小学校区地域福祉推進委員会活動の支援 

 ▽各小学校区において地域福祉活動の中心となり、その充実が橿原市における地域福祉の発展につ

ながることから、同委員会の運営及び活動に対して助成し、支援する。また、地域の交流を促進

するとともに、その参加者から次世代の担い手の育成を図る。 

 ▽地域福祉推進委員会と自治会、民生委員・児童委員、地域住民等との連携を進めながら、日々の

生活の中で異変に気付いた場合に、関係団体や専門機関に相談・連絡するといった“緩やかな見

守り”を推進する。 

（４）市地域福祉推進連絡協議会との連携 

 ▽市内１６小学校区の地域福祉推進委員会等で組織する市地域福祉推進連絡協議会との連携により、

校区間の情報の共有を図り、地域福祉ネットワークを構築する。 

 橿原市地域福祉推進連絡協議会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

７月２７日 

議題 （１）橿原市地域福祉推進連絡協議会規約の一部改正について 

   （２）役員の選任について 

   （３）令和４年度事業報告及び収支決算について 

   （４）令和５年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

   （５）橿原市第５期地域福祉推進計画の策定について 

２０ 

１１月１７日 

議題 （１）市民アンケート調査結果報告について 

   （２）地域福祉推進委員会ヒアリング調査結果について 

   （３）第５期地域福祉推進計画素案について 

   （４）パブリックコメントの実施について 

２０ 

２月１３日 

議題 （１）パブリックコメントの結果について 

   （２）第５期地域福祉推進計画（案）について 

情報交換会 １６小学校区地域福祉推進委員会の取組について 

１８ 

（５）コミュニティ自動車の貸与 

 ▽地域福祉推進委員会が実施する活動や取組等への利用者の送迎のため、社協の車両をコミュニテ

ィ自動車として貸与する。 

 利用状況 

車 種 貸与団体数 貸与日数 延利用者数 

キャラバン（１０人乗り） ３ ６９ １,１３７ 

（６）出前講座実施状況 

 ▽地域福祉の周知啓発を図るため、出前講座を開催する。 

開催日 テーマ 対象者 参加者数 

４月２７日 赤い羽根共同募金について 畝傍地区民生児童委員協議会 ３２ 

７月８日 つながり・支え合う地域づくり 城殿町長寿会 １８ 

１２月１日 つながり・支え合う地域づくり 香久山地区ふれあいサロン １５ 

１月１８日 つながり・支え合う地域づくり ふれあいサロン耳成 １７ 

 

見守り活動支援事業 

見守り活動支援事業（１，７７５，７６１円） 

▽見守り活動支援事業 

  住み慣れた地域や家庭で安心して生活できるよう、一人暮らし高齢者等の見守りや安否確認等を



目的とした地域の見守り活動を支援する。 

  実施団体数 ７団体   利用者数 １，８３１名   延利用者数 ２３，００４名 

▽ふれあい電話訪問サービス事業 

  高齢者に対し、ふれあい（話し相手や見守り等）のため、ボランティアによる電話訪問を行う。 

  実施日 火曜日（午前１０時～午後３時）、金曜日（午前１０時～正午）※第５週目を除く 

  登録ボランティア数 １８名   協力ボランティア数 延４１８名 

  利用者数 ４３名        電話訪問件数 延１，６０６件 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域歳末たすけあい助成金）から繰入   １，７６７，７６１円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入                      ８，０００円〈収〉 

 見守り活動にかかる事業費                  １，７６７，７６１円〈支〉 

 ふれあい電話訪問サービスにかかる事業費               ８，０００円〈支〉 

 

ふれあいサロン事業 

ふれあいサロン事業（４，２５４，０７１円） 

▽住み慣れた地域でいきいきとした生活を送ることができるよう、６５歳以上の人を対象に、地区公

民館等で体操や手芸などをメニューに住民主体のサロン活動を支援し、閉じこもりや心身機能の低

下、要介護状態等への進行を予防する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   ４，２５４，０７１円〈収〉 

 ふれあいサロン活動のための助成金       ３，７４７，０７６円〈支〉 

 広報・啓発費用                  ２３９，８５５円〈支〉 

 その他事務費                   ２６７，１４０円〈支〉 

（２）ふれあいサロン実施状況（於：各地区公民館等） 

地区名 名    称 回数 延利用者数 開催日時 

真  菅 ますげいなほ会  ２６ ６２８
第 2・第 4 土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

今  井 今井校区ふれあいサロン  ２３ ４４４
第 2・第 4 土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

新  沢 新沢地区ふれあいサロン  ２３ ３８６
第 2・第 4 火曜日 

午後 1時～午後 3時 

香久山 香久山地区ふれあいサロン  ３４ ６７４
第 1・第 3・第 4土曜日 

午後 1時～午後 3時 

晩  成 晩成ふれあいサロン  ３７ １,０４６
木曜日（第 5木曜日を除く） 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

畝傍南 畝傍南ふれあいサロン  ２１ ７５８
第 2・第 4 水曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

畝傍北 畝傍北ふれあいサロン  ２４ １,０３１
第 1・第 3 木曜日 

午後 1 時 30 分～午後 4時 

白 橿 サロンしらかし広場  ４１ １,４８７
火曜日（第 5火曜日を除く） 

午後 1時～午後 3時 



耳 成 ふれあいサロン耳成  １３ ３９０
月 1回開催 

開催ごとに異なる 

耳成南 
耳成南ふれあいサロン 

～イトヤキ会～ 
 １９ ６７０

第 2・第 4 土曜日 

午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

真菅北 真菅北ひまわりサロン  ２３ ５４４
第 2・第 4 火曜日 

午後 1時 30 分～午後 3 時 30 分 

鴨 公 
鴨公まほろばふれあい 

サロン 
 １２ ４０４

第 4金曜日 

午前 10 時～正午 

合  計 ２９６ ８,４６２  

（３）ふれあいサロンネットワーク会議実施状況 

開催日 内 容 参加者数 

６月５日 
令和５年度ふれあいサロン事業について 

情報交換会 ふれあいサロンの運営について 
２４ 

２月１９日 
令和６年度ふれあいサロン事業について 

軽スポーツで交流しよう！モルック体験会 
２５ 

 

ボランティア推進事業 

ボランティア推進事業（１，５６９，６８５円） 

（１）主な収支状況 

 共同募金配分金事業（地域助成金）から繰入     ２４１，０５０円〈収〉 

 善意銀行運営事業から繰入              １０，０００円〈収〉 

 ボランティア活動保険加入             ９９９，３５０円〈収〉 

 ボランティア活動保険掛金             ９９９，３５０円〈支〉 

 南都・松下等基金積立金ボランティア活動助成金   ２２６，４００円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ５９，９６４円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ２８３，９７１円〈支〉 

（２）災害ボランティアセンターの取組状況 

 ▽「災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」に基づき、災害発生時にセンターの円滑な

設置ができるよう、災害ボランティアセンター設置・運営訓練を実施する。 

 災害ボランティアセンター設置・運営訓練実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

１０月２９日 

【研修会】 

①内容 風水害への備え 

 講師 橿原市総務部危機管理課 担当職員 

②内容 災害ボランティアセンターの役割・機能について 

 講師 橿原市社会福祉協議会 地域福祉係職員 

③内容 災害ボランティアの実践活動について 

講師 橿原青年会議所 担当者 

【訓練】 

内容 大型台風による豪雨災害を想定した訓練 

５１ 

（３）福祉教育の推進 

 ▽小・中学校に対する出前講座の実施や、児童・生徒によるボランティア活動の実践を通じて福祉

教育を推進することにより、社会福祉への理解と関心を深め、思いやりとやさしさを養う。 



（４）保険取扱状況 

 加入状況 

保険種別 件数 加入者数 金額（円） 

ボランティア活動保険 １８４ ２,６４５ ９９９,３５０ 

ボランティア行事用保険 １８３ ７,３６０ ２０９,０２０ 

福祉サービス総合補償 ３ 延６３４ ２６,７８４ 

送迎サービス補償 － － － 

社協の保険 １ ２９ ３３２,２６２ 

ふれあいサロン・社協行事傷害補償 ６ 延６,７４４ １８２,０８８ 

合  計 ３７７  １,７４９,５０４ 

 事故発生状況 

保険種別 件数 事故内容 

ボランティア活動保険 ５ けが５件 

ボランティア行事用保険 １ けが１件 

合  計 ６  

 

共同募金配分金事業 

共同募金配分金事業（１０，２０２，５２７円） 

▽歳末施設訪問 

  地域歳末たすけあい助成金、善意銀行への指定寄付及び障がい者等支援基金積立資産の一部を財

源に、市内高齢者施設及び障がい者施設に歳末見舞金として配分する。また、配分先の施設の利用

者に対し、年末のご挨拶としてメッセージ動画を送付する。 

 歳末見舞金 

 施設名 配分額（円） 

高
齢
者
施
設 

橿原園 ７０,０００ 

かなはし苑 ７０,０００ 

桃寿園 ７０,０００ 

香久山インパレス ７０,０００ 

橿原の郷 ７０,０００ 

ぽれぽれケアセンター白橿 ３５,０００ 

バンデ（絆） ７０,０００ 

花橿 ３５,０００ 

リンク橿原 ３５,０００ 

ケアステージみみなし ３５,０００ 

万葉テラス ３５,０００ 

大和三山 ３５,０００ 

鷺栖の里 ３５,０００ 

障
が
い
者
施
設 

あさひの ５０,０００ 

たけのこ園 ５０,０００ 

友の室 ５０,０００ 

ステップあすか ５０,０００ 

生活支援センターはるかぜ ５０,０００ 

スクラム ５０,０００ 

合  計 ９６５,０００ 

  ※地域歳末たすけあい助成金５０８，０００円、善意銀行への指定寄付１７２，０００円、障が

い者等支援基金積立資産２８５，０００円を活用 



（１）主な収支状況 

 地域助成金                  ５，７４３，５１７円〈収〉 

 地域歳末たすけあい助成金           ４，０８６，７６４円〈収〉 

 地域助成金の配分（自治会、民協等）      ２，０２４，７２４円〈支〉 

 歳末見舞金として配分               ５０８，０００円〈支〉 

 各事業に地域助成金の繰出           ４，０９１，０３９円〈支〉 

 各事業に地域歳末たすけあい助成金の繰出    ３，５７８，７６４円〈支〉 

 

生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金貸付事業（５，１３６，０００円） 

▽生活福祉資金貸付事業 

低所得者世帯や高齢者世帯、障がい者世帯等の生活を経済的に支え、在宅福祉の充実や社会参加

の促進を図ることを目的に、生活福祉資金の相談や貸付を行う。 

（１）主な収支状況 

 県社協受託金                 ５，１３６，０００円〈収〉 

  内訳 生活福祉資金貸付等事務受託金       ４，４９７，０００円 

     臨時特例つなぎ資金貸付等事務受託金       ２０，０００円 

     生活福祉資金貸付等事務受託金（特例貸付分）  ６１９，０００円 

 人件費                    ３，９９９，１３３円〈支〉 

 民生委員への生活福祉資金活動費用弁償       ３１５，０００円〈支〉 

 事務所使用料                   ２３９，２２４円〈支〉 

 非常通報装置の設置                 ６２，０４０円〈支〉 

 その他事務費                   ５２０，６０３円〈支〉 

（２）生活福祉資金相談状況 

 相談件数  １９４件 

       内訳 総合支援資金６件（生活支援費５件、住宅入居費０件、一時生活再建費１件）、 

          教育支援資金２９件、福祉資金２７件、不動産担保型生活資金３件、 

          緊急小口資金５０件、臨時特例つなぎ資金０件、その他７９件 

（３）生活福祉資金貸付状況 

資金種別 件数 貸付金額（円） 

１．生活支援費 １ ２４０,０００ 

２．住宅入居費 － － 

３．一時生活再建費 － － 

４．教育支援資金 １１ ５,８６３,０００ 

５．福祉資金 ３ １,２３５,０００ 

６．不動産担保型生活資金 － － 

７．緊急小口資金 ２２ １,７００,０００ 

８．臨時特例つなぎ資金 － － 

合    計 ３７ ９,０３８,０００ 



▽奈良県フードレスキュー事業 

  生活に窮迫した相談者に対して、寄り添い、安心・安定した生活に向けた相談支援につなげてい

けるよう、一時的に食料品の提供を行う。 

  利用者数  ４名 

  支援食品数 ５７個（レトルトご飯、レトルトカレー、缶詰、レトルト肉じゃが、乾パン） 

 

善意銀行運営事業 

善意銀行運営事業（５７７，４７３円） 

（１）主な収支状況 

 寄付金                    １，５７１，４６０円〈収〉 

 歳末見舞金の一部として払出し           １７２，０００円〈支〉 

 前年度の寄付金を目的に沿って各事業に繰出     ４０５，４７３円〈支〉 

（２）善意銀行運営状況 

区分 事 項 件数 金額（円） 

収入の部 

１．一般寄付 ４７ ８１５,４０６ 

２．指定寄付 ２８ ７５６,０５４ 

 

（１）地域福祉のために 

（２）高齢者のために 

（３）障がい者のために 

１３ 

１ 

１４ 

７,０００ 

１５０,０００ 

５９９,０５４ 

３．受取利息  ８ 

４．前年度からの繰越金  ５７７,４７３ 

合  計 (Ａ)  ２,１４８,９４１ 

支出の部 

１． 歳末見舞金の一部として払出  １７２,０００ 

２． 各事業に払出  ４０５,４７３ 

 

（１）地域福祉活動支援事業 

（２）見守り活動支援事業 

（３）ボランティア推進事業 

 

３８７,４７３ 

８,０００ 

１０,０００ 

合  計 (Ｂ)  ５７７,４７３ 

差引合計 (Ａ)－(Ｂ)  １,５７１,４６８ 

  ※差引合計１，５７１，４６８円については、令和６年度へ繰越 

 

地域福祉基金運営事業 

地域福祉基金運営事業（２２，８１９円） 

（１）主な収支状況 

 地域福祉基金積立資産の運用利息           ２２，８１９円〈収〉 

 地域福祉活動支援事業に繰出             ２２，８１９円〈支〉 

（２）地域福祉基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 

合計 ９３,６２３,６５２ ０ ０ ９３,６２３,６５２ 



 

障がい者等支援基金運営事業 

障がい者等支援基金運営事業（５３２，０００円） 

（１）主な収支状況 

 障がい者等支援基金積立資産の取崩         ５５０，０００円〈収〉 

 障がい者等地域活動団体への助成金         ２４７，０００円〈支〉 

 歳末見舞金の一部として助成            ２８５，０００円〈支〉 

（２）障がい者等支援基金積立資産運営状況 

                                                  （単位：円） 

積立資産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

定期預金 ２８,７４０,０００ ０ ５５０,０００ ２８,１９０,０００ 

合計 ２８,７４０,０００ ０ ５５０,０００ ２８,１９０,０００ 

（３）障がい者等地域活動団体の支援 

 ▽障がい者等地域活動団体の事業活動やその運営に対して助成し、支援する。 

団体名 助成事業の内容 助成金額（円） 

アンクルン音楽クラブ con brio 障害児・者の音楽余暇活動 ８８,０００ 

スノーキャンパス 発達凸凹子育てを遊びで応援 １００,０００ 

高齢聴覚障がい者の集い「すみれの会」 高齢聴覚障がい者の交流・ふれ合い ５９,０００ 

 

法人後見事業 

法人後見事業（２４９，３５０円） 

▽認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な人に対し、社協が成年後見

人等となり、成年被後見人等の財産管理や身上保護を行い、その権利を擁護する。 

（１）主な収支状況 

 成年後見人等報酬費用助成金            １９６，２５８円〈収〉 

 成年後見人等報酬                  ６７，７４２円〈収〉 

 広報・啓発費用                  １１９，９２７円〈支〉 

 権利擁護・成年後見システム利用料          ９１，９６０円〈支〉 

 その他事務費・事業費                ３７，４６３円〈支〉 

（２）実施状況 

 受任件数  ２件（後見２件、保佐０件、補助０件）（令和６年３月３１日現在） 

 受任状況  新規件数 １件（後見１件、保佐０件、補助０件） 

       終了件数 ０件（後見０件、保佐０件、補助０件） 

 相談状況 

内  容 件数 

成年後見制度について ３ 

申立て等について ０ 

合  計 ３ 



（３）成年後見講座実施状況 

 ▽地域住民等への啓発の場として、成年後見制度に関する理解を深めてもらうため、講座を開催す

る。 

開催日 内  容 参加者数 

８月２２日 
内容 いま、成年後見制度が求められている理由 

講師 原田司法書士事務所 代表 原田
は ら だ

敏徳
としのり

 氏 
１７ 

 

日常生活自立支援事業 

日常生活自立支援事業（１，５７２，９００円） 

▽認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、判断能力が不十分な人の権利を擁護するととも

に、福祉サービスの利用援助や日常生活の相談、金銭管理などの援助を行うことで、地域で安心し

て生活ができるよう支援する。 

（１）主な収支状況 

 県社協受託金                 １，２０９，０００円〈収〉 

 利用者負担金                   ３６３，９００円〈収〉 

 嘱託職員、生活支援員人件費            ９４３，２６８円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １１９，９２７円〈支〉 

 権利擁護・成年後見システム利用料         １８３，９２０円〈支〉 

 その他事務費・事業費               ３２５，７８５円〈支〉 

（２）実施状況 

 契約者数  ３０名（令和６年３月３１日現在） 

 契約状況  新規件数 １件 

       終了件数 ７件 

 支援時間数 ４６８時間 

 相談援助件数（利用者に関する相談） ３８９件 

 相談状況 

内  容 件数 

制度・事業について  ５ 

初回相談  ７ 

合  計 １２ 

 

訪問介護事業 

訪問介護事業（２５，１３７，９１０円） 

▽要介護者へのホームヘルプサービス 

  要介護状態にある高齢者等（利用者）が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立

した日常生活を営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護その他の生活全般にわたる援助を

行う。 

▽要支援者へのホームヘルプサービス 

  要支援状態にある高齢者等（利用者）が可能な限りその居宅において、要支援状態の維持・改善と、



要介護状態への予防をし、自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排せつ、食事の介護そ

の他の生活全般にわたる援助を行う。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                １６，６９８，１６０円〈収〉 

 総合事業収入                 ６，５５４，２６６円〈収〉 

 利用者負担金（要介護）            １，９６２，９５９円〈収〉 

 利用者負担金（要支援）              ７９８，３２０円〈収〉 

 一般職員、ヘルパー人件費          １８，５５１，２７６円〈支〉 

 事務所使用料                   ３９８，７０６円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ５９，９６４円〈支〉 

 訪問介護システム利用料               ９２，４００円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費    ２，０３５，５６４円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出    ４，０００，０００円〈支〉 

（２）サービス提供（訪問介護）状況 

 活動者数 利用者数 生活援助（時間） 身体生活（時間） 身体介護（時間） 

４月  ２３  ３１ １７７ ２５０ １１４ 

５月  ２２  ２９ １７９.５ ２５４.５ １２１ 

６月  ２３  ３０ １５８ ２０２ １１６.５ 

７月  ２２  ２９ １５７ １６６.５ １１５ 

８月  ２２  ２９ １６２.５ １６４.５ １１７.５ 

９月  ２３  ３０ １６５ １７０ １４０ 

１０月  ２３  ３０ １８５ １７７ １２７.５ 

１１月  ２３  ２９ １９１ １８５ １１３ 

１２月  ２３  ３２ １８２ １７０ １０３ 

１月  ２３  ３２ １７７ １８０  ９５.５ 

２月  ２４  ３３ １６９ １８１.５ １０３ 

３月  ２４  ３３ １７３ １８１ １０５ 

合計 ２７５ ３６７ ２,０７６ ２,２８２ １,３７１ 

（３）サービス提供（第一号訪問）状況 

 活動者数 利用者数 活動時間（時間） 

４月  ２３  ４３ １８６.５ 

５月  ２３  ４４ ２０８.５ 

６月  ２４  ４４ ２１０ 

７月  ２３  ４１ １９６.５ 

８月  ２２  ４２ ２１４.５ 

９月  ２３  ４２ ２０３.５ 

１０月  ２２  ４２ ２２１ 

１１月  ２２  ４１ ２０２ 

１２月  ２２  ４１ １９３.５ 

１月  ２０  ４０ １７９ 

２月  ２３  ３９ １８８ 

３月  ２２  ３９ １９４ 

合計 ２６９ ４９８ ２,３９７ 



（４）ヘルパー定例会（研修）実施状況  

 ▽サービスの質の向上と社協職員としての資質の向上を目的に実施する。 

開催日 内 容 参加者数 

４月２０日 食中毒予防について １８ 

６月２３日 虐待防止について １１ 

９月２１日 介護技術向上研修 １０ 

１０月２４日 感染症に対する研修及び訓練 １０ 

１２月２１日 介護技術向上研修 １１ 

３月２１日 雇用更新、ヒヤリハット報告について １５ 

 

障害福祉サービス事業 

障害福祉サービス事業（１１，５０９，５３１円） 

▽障がい者（児）へのホームヘルプサービス 

  ①居宅介護事業   障がい者の居宅において、身体介護や家事援助、生活上の相談を行うほか、

通院時に必要な介助を行う。 

  ②重度訪問介護事業 重度の肢体不自由者で、常時介護を必要とする人の身体介護や家事援助、移

動の介護、見守り等生活全般を支援する。 

  ③同行援護事業   視覚障がい者の外出に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動

の援護等を行う。 

（１）主な収支状況 

 居宅介護給付費収入              ７，６７２，７３０円〈収〉 

 重度訪問介護給付費収入              ２７８，３１５円〈収〉 

 同行援護給付費収入              ３，６７８，８２７円〈収〉 

 利用者負担金                   ２０１，１１６円〈収〉 

 ヘルパー人件費                ７，１９２，５４０円〈支〉 

 事務所使用料                   ３１８，９６５円〈支〉 

 障害福祉システム利用料              １３２，０００円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事業費・事務費      ２１６，０２６円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出    ３，６５０，０００円〈支〉 

（２）サービス提供状況 

 
活動

者数 

利用

者数 

身体介護 

（時間） 

家事援助 

（時間） 

通院介護 

（時間） 
重度訪問

介護 

（時間） 

同行援護 

（時間） 

※介護を 

伴わない 
※介護を 

伴わない 

※介護を 

伴う 

４月  ２２  ２８  ０ ２９４ １３.５  ３  ９    ９８.５ 

５月  ２３  ２８  ０ ３１２.５  １.５  ０ １４    ９４ 

６月  ２５  ３０  ０ ３０１  ８.５  ２.５ １０   １０８ 

７月  ２２  ３０  ０ ２８９  ７  ２.５ １０    ９６.５ 

８月  ２３  ２８  ０ ２９６  ７  ０  ８    ８０.５ 

９月  ２４  ３０  ０ ２８９.５  ５.５  ５  ８    ７９.５ 

１０月  ２４  ２８  ０ ２７９.５  ６.５  ６ １２   １０２ 

１１月  ２３  ２７  ０ ２８０.５  ７  ０ １１   １０７.５ 



１２月  ２３  ２７  ０ ２７２  ５  ０  ８   １１５.５ 

１月  ２１  ２８  ０ ２６３  ５  ３.５  ８    ９４.５ 

２月  ２３  ２８  ０ ２７５  ０  ３  ８    ８８.５ 

３月  ２３  ２８  １ ２８１  ７  ２  １１   １１０ 

合計 ２７６ ３４０  １ ３,４３３ ７３.５ ２７.５ １１７ １,１７５ 

 

移動支援事業 

移動支援事業（１，２３８，５９７円） 

▽移動支援事業の受託 

  障がい者（児）が安心して社会活動に参加できるよう移動支援サービスを提供する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   １，２４６，９９５円〈収〉 

 利用者負担金                    ２２，９０５円〈収〉 

 ヘルパー人件費                  ６８４，９３６円〈支〉 

 障がい者（児）の外出援助のための事業費・事務費  ２５３，６６１円〈支〉 

 地域福祉推進事業（法人運営事業）に繰出      ３００，０００円〈支〉 

（２）サービス提供状況 

 
活動 

者数 

利用 

者数 

移動支援単独保障型 

（時間） 

移動支援単独補助型 

（時間） 

移動支援単独介護型 

（時間） 

４月  ７  ６ ３０ ７.５ １０.５ 

５月  ７  ６ ２８ ８ １０.５ 

６月  ８  ８ ３２.５ ８ １２ 

７月  ７  ７ ３１ ６ １０ 

８月  ５  ５ ２５ ７ １０ 

９月  ６  ６ ２４.５ ６ １２ 

１０月  ６  ７ ２９.５ ７.５ １０.５ 

１１月  ６  ７ ２９ ８ １１ 

１２月  ６  ６ ２６.５ ８ １１ 

１月  ６  ６ ２４ ７.５ １１ 

２月  ５  ６ ２４ ８ １１ 

３月  ６  ５ ２２ ８ １２ 

合計 ７５ ７５ ３２６ ８９.５ １３１.５ 

 

包括的支援事業 

包括的支援事業（９１，４６５，２３４円） 

▽地域の高齢者等の心身の健康保持及び生活の安定のために必要な援助を行い、地域の保健医療の向

上及び福祉の増進を包括的に支援する。 

▽地域包括支援センターに保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャー等を配置し、それぞれが連携を

図ることにより、地域で暮らす高齢者の介護・福祉・健康・医療など様々な悩み・疑問・相談ごと

に総合的に対応する。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                      ９１，４６５，２３４円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員、臨時職員人件費         ４７，８５６，８０５円〈支〉 



 かしはら街の介護相談室委託費            ３８，４００，０００円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等         １，０９７，２５０円〈支〉 

 事務所使用料                     １，４３５，３４２円〈支〉 

 広報・啓発費用                      ３５９，７８２円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                    １０４，９００円〈支〉 

 その他地域包括支援センター運営にかかる事務費・事業費 ２，２１１，１５５円〈支〉 

（２）総合相談・支援事業 

 ▽高齢者やその家族等から様々な相談を受け、高齢者などが抱える生活課題を的確に把握し、保健・

医療・福祉の各種サービスが受けられるように支援する。 

 相談状況 

区 分 件数 

介護保険 １,６６８ 

認知症 １,１０６ 

虐待 ２５５ 

病気 ３５ 

医療 ９７ 

家族 ３８ 

権利擁護 ９０ 

生活資金 ９ 

介護予防 ３ 

日常生活 １８０ 

ケアマネ支援 ２９ 

その他 ４８ 

合 計 ３,５５８ 

  ※認知症の件数には、後述の認知症地域支援推進員と認知症初期集中支援チームの相談件数を含

む。 

（３）権利擁護事業 

 ▽高齢者の虐待防止、早期発見、早期対応などを行うとともに、成年後見制度等の利用促進を支援

する。 

 相談状況 

 虐待 権利擁護 合計 

延対応件数 ２５５ ９０ ３４５ 

実人数  ３５ ３１  ６６ 

  ※延対応件数は、前述の総合相談・支援事業の相談状況の件数を再掲 

 ▽支援困難事案の情報を共有し解決に向けた検討や、高齢者虐待事案に対する判定を目的に会議を

開催する。 

 困難ケース検討会・高齢者虐待判定会議実施状況 

名  称 回数 

困難ケース検討会・高齢者虐待判定会議 １２ 

高齢者虐待判定会議 １ 



（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

 ▽利用者がどのような状況にあっても、住み慣れた地域で暮らすことができるよう関係機関と連携

し、継続的に支援できるよう努める。また、地域のケアマネジャーが抱える困難事例等の相談に

応じ、より質の高いケアマネジメントができるようケアマネジャー同士のネットワークづくりを

支援する。 

 ▽居宅介護支援事業所のケアマネジャーを対象にハイブリッド形式で研修会を実施する。 

 ケアマネジャー支援研修会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

９月１９日 

内容 リハビリの視点から大腿骨頸部骨折のある方の生活機能改

善のためのアセスメントを学ぶ 

講師 ソフィアメディ訪問看護ステーション 

 理学療法士 津田
つ だ

和貴
か ず き

 氏 

 ５８ 

１０月１６日 

内容 「支援経過記録～状況・状態・リスク表記～」 

～６Ｗ１Ｈ１Ｒでサラサラ書ける～ 

講師 ケアタウン総合研究所 代表 高室
たかむろ

成幸
なりゆき

 氏 

 ７３ 

２月２９日 
内容 高齢者虐待について 

講師 法律事務所リメス 弁護士 東海
とうかい

伸晃
のぶあき

 氏 
 ６６ 

合  計 １９７ 

（５）かしはら街の介護相談室との連携 

 ▽社会福祉法人や医療法人の協力を得て設置しているかしはら街の介護相談室との連携を図り、地

域における高齢者の総合相談窓口として、より一層の充実を目指す。 

 かしはら街の介護相談室 

小学校区 事業者名 小学校区 事業者名 

耳成 橿原の郷 白橿南 桃寿園 

耳成南 バンデ（絆） 白橿北 ぽれぽれケアセンター白橿 

晩成 あすならホーム畝傍 今井 ぽれぽれ八木西スクエア 

鴨公 大和三山 真菅 ぽれぽれ八木西スクエア 

香久山 香久山インパレス 真菅北 橿原の郷 

畝傍東 大和三山 耳成西 橿原の郷 

畝傍南 橿原園 金橋 かなはし苑 

畝傍北 あすならホーム畝傍 新沢 西井クリニック 

 ▽地域包括ケアシステムの実現を目指し、研修会の開催や情報の共有などの連携を図るため、ブラ

ンチ連絡会を開催する。 

 ブランチ連絡会実施状況 

開催日 内  容 参加者数 

４月１８日 令和５年度の業務について 他  ３１ 

９月１９日 意見交換「生活支援地域ケア会議の進め方について」 他  ２３ 

１１月２１日 認知症地域支援推進員による勉強会 他  ２２ 

３月１９日 生活支援コーディネーターについての意見交換 他  ２８ 

合  計 １０４ 



 ▽かしはら街の介護相談室事業評価に係る調査の実施 

   対象 かしはら街の介護相談室を受託する１０法人 

   期間 ２月１５日～２月２９日 

（６）地域ケア会議 

 ▽医療機関や介護サービス事業者などの関係者が連携を図り、在宅医療と介護サービスを一体的に

提供する体制の構築を目的に、中学校区域で開催される「多職種交流勉強会」に参加する。 

 校区レベル地域ケア会議等実施状況 

名   称 回数 

多職種交流勉強会 ８ 

 ▽ケアマネジャーや地域住民等から報告される個別の支援困難事案の解決に向けた検討や、地域の

支援体制の構築のため、「個別レベル地域ケア会議」を開催（参加）する。 

 ▽専門職等がケアマネジメントのプロセスに関与し、多職種において課題及び背景・原因の分析を

より深め、要支援者等の自立支援の検討のため、市全域で「自立支援地域ケア会議」を開催する。 

 個別レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 

個別レベル地域ケア会議 １７ 

自立支援地域ケア会議  ４ 

 

認知症総合支援事業（７，９４７，７２３円） 

▽地域包括支援センターに認知症地域支援推進員(認知症の専門相談員)を配置し、認知症疾患医療セ

ンターやかかりつけ医と連携することで、医療と介護の切れ目のないサービスを提供するとともに、

地域ケアに対する専門的な支援を行う。 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   ７，９４７，７２３円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員人件費           ６，９９７，０５４円〈支〉 

 地域包括支援センターシステム保守料等        ７７，４８９円〈支〉 

 事務所使用料                   １５９，４８３円〈支〉 

 広報・啓発費用                  １７９，８９１円〈支〉 

 弁護士法律相談費用                １０４，９００円〈支〉 

 その他認知症関係事業費              ４２８，９０６円〈支〉 

（２）認知症地域支援推進員の配置 

 ▽認知症地域支援推進員を配置し、認知症の人やその家族を支援するための相談対応を行う。また、

認知症疾患医療センターやかかりつけ医、かしはら街の介護相談室などの関係機関と連携し、専

門医の受診や介護サービスの利用などにつなぐ支援を行う。 

   相談件数 １，０００件（実人数１１６名） 

（３）認知症初期集中支援チームの設置 

 ▽認知症の早期診断・早期対応を促進するため、複数の専門職で構成する認知症初期集中支援チー

ムを設置し、専門医を含むチーム員会議において支援方針を検討する。 

   相談件数 ４８件（実人数２名） 



 認知症初期集中支援チーム員会議実施状況 

名   称 回数 検討件数 

認知症初期集中支援チーム員会議 ２ ３ 

（４）オレンジカフェの開催 

 ▽認知症の人やその家族が集まって、悩みを話したり、介護の情報を得たりする交流の場として「オ

レンジカフェ（認知症カフェ）」を開催する。 

   日時  第３水曜日 午後１時３０分～午後３時３０分 

   場所  保健センター南館３階 講座室１ 

 オレンジカフェ開催状況 

名   称 回数 延参加者数 

オレンジカフェ（認知症カフェ） １２ １２８ 

 

生活支援体制整備事業（１，５５９，０００円） 

▽高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備の推進と、提供体制の構築に向け、生活支援コー

ディネーターを配置する。 

▽かしはら街の介護相談室との連携を図り、高齢者にとって日常生活に役立つ社会資源に関する情報

を調査し、冊子として作成・更新する。 

・買い物支援サービス実施店 

・高齢者の地域の居場所 

・訪問理美容店舗 

▽かしはら街の介護相談室の協力を得て、各町の地域特性などの情報を収集し、現状や課題を分析す

るための「町ごとのアセスメントシート」を作成・更新する。 

▽かしはら街の介護相談室の生活支援コーディネーターとの連携を図り、小学校区の現状や課題を地

域住民と共有するとともに、解決に向けた検討のため、小学校区域で開催される「生活支援地域ケ

ア会議」に参加する。 

 校区レベル地域ケア会議実施状況 

名   称 回数 延参加者数 

生活支援地域ケア会議 １７ ３０９ 

（１）主な収支状況 

 市受託金                   １，５５９，０００円〈収〉 

 人件費                    １，４５０，５４６円〈支〉 

 広報・啓発費用                   ５９，９６４円〈支〉 

 生活支援サービスの体制づくりのための事業費     ４８，４９０円〈支〉 

 

介護予防支援事業 

介護予防支援事業（８，９８７，５３８円） 

▽第一号介護予防支援 

  要支援者や近い将来要支援・要介護状態となるおそれのある高齢者が、介護予防及び生活支援を

目的に、心身の状況等に応じて適切な事業が提供されるよう、介護予防ケアマネジメントを作成す



るとともに、その計画に基づくサービスの提供が確保されるよう、関係機関との連絡調整などを行

う。 

▽指定介護予防支援 

  要支援者が、介護予防サービス等の適切な利用を行うことができるよう、介護予防サービス・支

援計画を作成するとともに、その計画に基づく介護予防サービスの提供が確保されるよう、関係機

関との連絡調整などを行う。また、公正中立なケアマネジメントの確保や平時から医療機関との連

携に努める。 

（１）主な収支状況 

 介護保険収入                 ５，０２０，７００円〈収〉 

 総合事業収入                 ３，４９９，５７３円〈収〉 

 一般職員、嘱託職員、臨時職員人件費      ７，４８６，１５４円〈支〉 

 介護予防支援システム保守料等           ２３２，４６９円〈支〉 

 事務所使用料                   １５９，４８３円〈支〉 

 固定資産取得費（複合機）             ４４２，２００円〈支〉 

 その他事業所運営にかかる事務費・事業費      ６６７，２３２円〈支〉 

（２）実施状況 

 委託契約事業所件数 ６７件（令和６年３月３１日現在） 

 介護予防ケアマネジメント A作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ １５ １５ ２５ ６０７ ６３２ ６４７ 

５月 ０ １２ １２ ３８ ６３４ ６７２ ６８４ 

６月 ０ １０ １０ ３４ ６２９ ６６３ ６７３ 

７月 ０ １１ １１ ２３ ６５２ ６７５ ６８６ 

８月 ０ １１ １１ ４２ ６４９ ６９１ ７０２ 

９月 ０ １０ １０ ２７ ６６９ ６９６ ７０６ 

１０月 １ １１ １２ ２９ ６７７ ７０６ ７１８ 

１１月 ０ １１ １１ ３９ ６８９ ７２８ ７３９ 

１２月 ０ １２ １２ ２３ ６９６ ７１９ ７３１ 

１月 ０ １０ １０ ２７ ６７１ ６９８ ７０８ 

２月 ０ １０ １０ ２８ ６７９ ７０７ ７１７ 

３月 １ １５ １６ ３４ ６７１ ７０５ ７２１ 

合計 ２ １３８ １４０ ３６９ ７,９２３ ８,２９２ ８,４３２ 

 介護予防ケアマネジメント B作成給付管理実施状況 

 地域包括支援センター 委託事業所 
合計 

新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ １２ １２ １ １８ １９ ３１ 

５月 ０ １２ １２ ０ １８ １８ ３０ 

６月 ０ １１ １１ １ １８ １９ ３０ 

７月 １ １０ １１ ２ １９ ２１ ３２ 

８月 ０ １２ １２ １ ２１ ２２ ３４ 

９月 ０ １２ １２ ０ ２１ ２１ ３３ 

１０月 ０ １１ １１ ０ ２０ ２０ ３１ 



１１月 ０ １１ １１ １ １９ ２０ ３１ 

１２月 ０ １１ １１ ０ １９ １９ ３０ 

１月 ０ １１ １１ ０ １７ １７ ２８ 

２月 ０ １１ １１ １ １８ １９ ３０ 

３月 ０ １１ １１ １ １８ １９ ３０ 

合計 １ １３５ １３６ ８ ２２６ ２３４ ３７０ 

 介護予防サービス・支援計画作成給付管理実施状況 

 
地域包括支援センター 委託事業所 

合計 
新規 継続 計 新規 継続 計 

４月 ０ ３８ ３８ ３７ １,０３５ １,０７２ １,１１０ 

５月 １ ２６ ２７ ２４ １,０５１ １,０７５ １,１０２ 

６月 １ ２１ ２２ ３４ １,０８８ １,１２２ １,１４４ 

７月 ０ ２１ ２１ ２７ １,０８９ １,１１６ １,１３７ 

８月 ０ ２１ ２１ ４１ １,０７０ １,１１１ １,１３２ 

９月 ０ １７ １７ ２７ １,０８２ １,１０９ １,１２６ 

１０月 ０ １９ １９ ２１ １,０９８ １,１１９ １,１３８ 

１１月 ０ １８ １８ ３７ １,０８８ １,１２５ １,１４３ 

１２月 ０ １７ １７ ３２ １,１２０ １,１５２ １,１６９ 

１月 ０ １９ １９ １９ １,１０９ １,１２８ １,１４７ 

２月 ０ １８ １８ ３９ １,１２７ １,１６６ １,１８４ 

３月 ０ ２３ ２３ ３３ １,１２５ １,１５８ １,１８１ 

合計 ２ ２５８ ２６０ ３７１ １３,０８２ １３,４５３ １３,７１３ 

 

（注釈） 

サービス区分名 

事業名（決算額） 

 決算額には、拠点区分資金収支明細書（別紙３（⑩））における当該事業の事業活動による収支、施

設整備等による収支、その他の活動による収支のそれぞれの支出額の内部取引消去前の合計額を記載 

 〈収〉は収入 

 〈支〉は支出 


